
名古屋大学工学研究科
電気工学専攻
電子工学専攻

情報・通信工学専攻

研究室紹介



電気エネルギー貯蔵工学　
福塚研究室

エネルギー制御工学　
横水研究室

電力機器・エネルギー伝送工学　
早川研究室

電力機器・エネルギー伝送工学 (S)
栗本研究グループ

エネルギー制御工学　
田畑研究グループ

パワーエレクトロニクス　
山本研究室

プラズマエネルギー工学
大野（哲）研究室

機能性・エネルギー材料工学
吉田研究室

核融合電磁物性工学
中村研究室

宇宙電磁観測
塩川研究室

宇宙情報処理
三好研究室

電気工学専攻

プラズマエレクトロニクス　
豊田研究室

プラズマナノプロセス科学　
石川研究室

生命エレクトロニクス
田中研究室

電子工学専攻

画像情報学　
藤井研究室

情報ネットワーク
長谷川研究室

先端情報環境グループ
河口研究室

数理情報工学　
岩田研究グループ

無線通信システム　
片山研究室

通信理論　
山里研究室

インテリジェントシステム
佐藤研究室

制御システム
道木研究室

情報・通信工学専攻

ナノバイオセンシング　
高橋研究室

知能デバイス
内山研究グループ

機能集積デバイス　
宮崎研究室

先端デバイス
須田研究室

量子光エレクトロニクス
西澤研究室

量子集積デバイスシステム
藤巻研究室

光エレクトロニクス
川瀬研究室

ナノ情報デバイス
天野研究室

ナノスピンデバイス
加藤（剛）研究室

ナノ電子物性
五十嵐研究室

ナノ電子デバイス
大野（雄）研究室

エネルギーシステム工学　
加藤 ( 丈 )・杉本研究室

知能デバイス
新津研究グループ

個別研究室見学
連絡先
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http://www.hayakawalab.nuee.nagoya-u.ac.jp/



G30

3D

3D

Offshore
wind

power

Power
converter

HVDC power
transmission

AC power
transmission

AC power
transmission

Power
converter



Demand
Supply

Demand > Supply => frequency drop
Demand < Supply => frequency rise

PWMSpace
Vector
PWM

Vd_ref

Vq_ref

Vu
Vw

Iu
Iw

Ia

IbIq

Id

Id_ref

Iq_ref

P
Pmpp

Va

Vb

wt_pll

Q

Qref

f

Vsys

PIPI

PI

PLL
PI

LPF

abc

abc

dq

dq
Vsys = 

f [Hz]

P [W]

P0

6059.8

P-f Droop
(fast & slow)

60.2

Q-V Droop

Q [Var]

V [V]

Q0

V0

Forecasted 
residual load

EDC

LFC

residual load

P f
DMs

1

UC model

Pumped hydro

Oil

LNG200

LNG700

LNG CC

Coal

Hydro

Nuclear

Operation schedule

-5

0

5

10

15

20

25

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

el
ec

tri
ci

ty
 d

em
an

d 
[G

W
]

day

BESS
EV
othres
school
restaurant
hospital
hotel
store
info_com
office
single
apart
detached
SSothers
SSind
Ind

20502050



tabata@nuee.nagoya-u.ac.jp IB 3

1)
2)
3) H
4)
5)

~ ~

nm nm

1



~ ~
HW-CVD
HW-CVD

W

~ ~

pn

2 CVD

3

c-Si

4

AM9:00

AM9:00







核融合プラズマ物性の理解と制御融合プラズマ物性の理解と制
新領域プラズマへの挑戦領域プラズマへ

電気工学専攻電気 学専攻電気工学専攻
先端エネルギー講座先端エネルギ 講座

プラズマエネルギー工学グループズマエネルギ 工学グル
大野（哲）研究室大野（哲）野（ 研哲）研究室研

―プラズマって何？－
私たちの周りには、空気と呼ばれる主に窒素分子で構成された気体が漂っています。彼らはお互い衝突しあいながら、ランダム
に漂っています。これら分子の平均速度によって温度というものは決められています。それではこの速度（温度）をさらに上げて
いったらどうなるのでしょう？今まで原子と原子で構成されていた分子はもはや分子としていられなくなって、ついに原子は壊れ
電子が飛び出し、正の電荷を持つイオンに電離します。つまり電離したときに飛び出した自由電子と、かつて原子だった正イオン
粒子の集団となります。このような状態をプラズマと呼びます。

―核融合反応、核融合発電って何？－
かつての研究者らは、太陽内部で起こっている現象に着目しました。太陽内部では水素の原子核どうしが合体してヘリウム原子
を作る「核融合（フュージョン）」が起きているのです。彼らはその大量のエネルギーを発生させる核融合反応を地上で実現でき
ないか、クリーンなエネルギー源として利用できないかと考えました。核融合反応は原子核同士が衝突して合体し、より大きな原
子核をつくる反応のことです。その過程で、核分裂同様質量差が前後で生じます。その質量エネルギーは中性子の運動エネルギー
となり、それが発電に利用されます。しかも分裂炉と異なり炉の暴走などはありません。
核融合発電が実用化すれば、人類のエネルギー需要を1000万年でも確保することができるだけでなく、エネルギーをめぐる争い
が解消されるのではないでしょうか。核融合は「安全利用と平和確保が保障できる技術」としても注目されているのです。

梶田信准教授 田中宏彦助教 桒原竜弥特任助教 高木誠技術補佐員大野哲靖教授

主な国際共同研究機関

ITER 機構
カルフォルニア州立大学サンディエゴ校
マサチューセッツ工科大学プラズマ核融合研究センター
ジェネラルアトミック社
オーストラリア国立大学
合肥電離気体研究所
中国科学技術大学
マックスプランク研究所ユーリッヒ研究センター
オランダDIFFER 研究所
モスクワ物理工学研究所(MEPhI)
クルチャトフ研究所オランダDIFFER 研究所で実験を行う大学院生

国内外との共同研究
プラズマ・核融合研究では，国内外の研究機関との共同研究が必須です。そのため、積極的に外部の研究機関との
共同研究を進めています。研究室においては、頻繁に海外からの研究者を迎え活発な議論・研究を行っています。こ
のような環境を設けることで、日ごろから「自分が行っている研究はどのような位置づけになるのか？」「これから
の課題は何か？」「国内外の研究の方向性はどのように進
んでいるのか？」といったことを意識しながら研究を進め
ることができます。また，多くの学生が修士課程在学中に
英語で学術論文を発表しています。このような経験は、必
ず研究室を卒業したあとで役立ちます。



研究テーマの概要
プラズマは，荷電粒子（イオン，電子）の集合体であり，高い化学反応性を有し，多様なエネルギー変換が可能で

あるという性質を有する魅力的な媒質です．その特性を利用して，「プラズマエネルギー」応用という観点から研究
を行っています．

１）核融合発電実現のための境界プラズマ計測・制御と材料相互作用
温暖化や資源の枯渇などの地球環境問題の解決には，環境と調和した恒常的基幹エ

ネルギー源の開発が必要です。プラズマを利用した核融合発電の実現に向けて，日本，
米国，欧州，ロシア，中国，韓国，インドが参加する国際プロジェクトとして国際熱
核融合実験炉(ITER)の建設が進められています．当グループはITERプロジェクトの主
要メンバーとして活動し，高温・高密度プラズマ維持のための境界プラズマ制御とプ
ラズマ計測技術の開発，太陽表面に匹敵する超高熱流プラズマと壁材料相互作用に関
する研究を世界各国の研究者と共同で実施します．

２）新しいプラズマ生成法の開発と応用
プラズマには様々な工学的応用があります．このプラズマ理工学の発展には，

新しいプラズマ生成法の開発が大切です．この研究では，スパイラル磁場構造に
よる低温高密度プラズマ生成と窒化への応用，高密度プラズマ照射-イオンビーム
解析装置の開発，超高密度プラズモイド・定常高密度プラズマ複合照射装置の開
発などを行います．

３）機能性ナノ構造金属の創成と応用
金属へのヘリウムプラズマ照射により，金属表面にナノ構造ができることが当

グループの研究により見出されてきました。これらの材料は，特異な光学的性質
を持ち，かつ，今後触媒や電子放出材料などへの応用が期待されます．プラズマ
を金属に照射し，その光学特性，物性評価，触媒活性評価を行い，これまでにな
い機能性ナノ構造材料金属の創成を行います．

４）計算機シミュレーションによるプラズマモデリング
プラズマ・核融合研究において計算機シミュレーションは

重要な研究ツールとなっています。慶應義塾大学，核融合科
学研究所，量子科学技術研究開発機構などとの共同研究によ
り，粒子ならびに流体シミュレーションコードによるプラズ
マ中の物理現象解析を行います。

研究を支える多様な実験装置
研究室で独自に開発された多様なプラズマ実験装置群がユニークな研究を生み出します。研究室メンバーの努力
で，装置は日々進化しています。

直線型ダイバータ模擬実験装置NAGDIS-II トカマク型核融合装置
HYBTOK-Ⅱ

プラズモイド－定常高熱流プラズマ
複合照射装置NAGDIS-PG

昇温脱離ガス分析装置
TDS

トロイダル・ダイバータ
模擬試験装置 NAGDIS-T

高性能プラズマ照射装置
Co-NAGDIS

プラズマ照射-マグネトロン
スパッタリング複合装置



吉田研究室

伝導体の次世代電力機伝導体の次世代電力機伝伝
器応用に向けて、技術革新と器応用に向けて、技術革新と
学理探究を目指しています

電気工学専攻
機能性エネルギー材料工学グループ

教授教授
吉田
授
田田 隆

助教助教
土屋
教
屋屋 雄司

博士後期 1名
博士前期 7名
学部生 4名

客員教授客員教授
一野

授員教授
野野 祐亮

研究内容は研究内容は
次ページ



吉田研究室

高温超伝導テープ線材
1987年ノーベル物理学賞を飾った高温超伝導体
の発見から30年以上が経ち、電動航空機などの
次世代電気機器に向けた1本1,000A以上の容量
を持つ高温超伝導テープ線材を開発しています。

超伝導ダイオード
超低損失で大電流の整流を可能にす
る超伝導ダイオード素子を開発しま
す。ワイヤレス電力伝送への活用を
目指しています。

直流超伝導ケーブル
自己磁界を活用することで、電流容量が増加する
ケーブルを作製し、コンパクトな直流送電網への
活用を目指しています。

高速かつ高品質な結晶
高速かつ高品質な結晶化のため、気
体-液体-固体(結晶)の３態をフル活用
した結晶化プロセスを開発していま
す。高温超伝導線材の低コスト化に
貢献します。

研究内容紹介



https://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/naka-lab/
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研究キーワード：光ネットワーク、超大容量通信、機械学習、信号処理

　光ファイバネットワークの発展により、遥か離れた場所においても高速・大容量の通信が可能となりました。いつでもどこでも使える、大容

量のクラウドサービスや低遅延のビデオ通話、そして動画配信サービスは、まさに光ファイバネットワークの発展の賜物です。光ファイバ通信

という世界を繋ぐシステムを支える技術を研究することを通し、私たち長谷川研究室は人々の生活をより豊かにしていきます。是非私たちと一

緒に、世界を相手にした研究にチャレンジし、まだ見ぬ将来を光通信で明るくしていきましょう。

Making innovation, making future.

　光ファイバネットワークにおいて情報を高速
かつ確実に伝送するためには、光信号の経路を
制御する光スイッチング装置が必要不可欠です。
光ファイバ中を伝搬する光信号を電気信号へと
変換することなくすべて光領域で処理すること
で、大量の通信を低消費電力でスイッチングす
ることが可能になります。長谷川研究室では大
容量の通信に耐えうる新世代の光スイッチング
装置を設計しています。

　光送受信器内において実行されるディジタル
信号処理は、既定の通信品質を得るために必要
不可欠な技術です。現在の光通信では2次元マッ
プにシンボルデータを載せて通信を行っていま
す。通信を行うと、機器や光ファイバが原因で
シンボルが移動し、正しくシンボルを判定でき
ません。そのため受信信号に対して、高度なディ
ジタル信号処理が必要となります。長谷川研究
室が提案した信号再生ディジタル信号処理アル
ゴリズムは、きわめて高品質な信号を得ること
を可能としています。

　光ファイバネットワークでは、複数の異なる
波長信号を一本の光ファイバ内に集約して伝送
することで、経済性に優れた通信システムを提
供しています。しかし、光ファイバ通信で使用
可能な周波数帯域は逼迫しており、大容量化の
ためには限られた周波数帯域の有効利用が不可
欠です。長谷川研究室では、光信号の波長と経
路を最適化する制御アルゴリズム及び機械学習
を用いた制御方式を考案し、新世代の大容量光
ファイバネットワークの実現を目指しています。

光光フ イバネ トワ クでは 複数の異なる数イバネ トワ クでは 複数

長谷川研究室では皆さんのよりよい研究室選択を願っています。

どんな小さな悩み・相談でも一緒に考えますので、ぜひお気軽にお越し下さい。

見学の日程調整の際には下記のメールアドレスにご連絡下さい。

詳しくは右の QR コードより、研究室web サイト をご覧ください。
http://www.nuee.nagoya-u.ac.jp/labs/pnlab/index.html
問い合わせ先：森　洋二郎 mori@nuee.nagoya-u.ac.jp

。



スマートデバイスを用いた位置推定：
身近なデバイスを使い，駅や地下街で
人の移動を追跡する研究を行っていま
す．高精度で頑健な位置推定手法の確
立を目指し，日々研究しています．

行動認識：人の行動を理解する認
識技術を開発しています．複雑な
動きをする社交ダンスのパフォー
マンスなどの認識技術等も開発中
です．

日常生活空間内の多様な場所に配置された様々な情報機器
が，ネットワークを通じて相互に連携し，豊富なサービス
を提供するユビキタス情報環境がいよいよ身近なものにな
りつつあります．当研究室では，人に優しいユビキタス社
会の構築をめざして，モバイル・ユビキタス環境を構築す
るためのネットワーク基本技術から，環境センシング技術，
基盤ソフトウェア技術，インタフェース技術，デモシステ
ム開発までを幅広く研究開発を推進しています．

GPS位置情報を用いたエリアモデリング・仮想デー
タ生成：スマートフォンの位置情報をもとに，場所
がどのように利用されているかのモデリングをして
います．また，仮想的にデータを生成し，より忠実
な人の移動を再現する研究を行っています．

ヒューマンセントリックコンピューティンググループ

先端情報環境グループ
河口研究室

研究キーワード: 
コンテキスト推定, 超スマート社会システム
位置情報システム, 自動運転応用,  機械学習
画像処理/環境モデリング, 人流センシング
スマート空間・都市, ビッグデータ応用

アフェクティブコンピューティンググループ

アーバンコンピューティンググループ

感情的応答を伴う対話システム：
ユーザの気分を理解し，一緒に喜
んだり，励ましたりしてくれる
チャットボットを研究しています．

自動運転ロボットを用いた倉庫内作業の効率化：人間とロボット
が協調する社会を想定し，倉庫内のピッキング作業の最適化を目
指しています．実際に倉庫でロボットを稼働させてデータ収集を
行い，実環境での運用を意識して研究を進めています．

東山動植物園・セントレア空港スマート化：
人の通過を検出するセンサや，Wi-Fiパケッ
トを収集するデバイスを用い，人の移動を分
析しています．混雑度の認識や需要の推定を
行い，施設の効率的な運営を目指します

河口信夫
教授

米澤拓郎
准教授

浦野健太
助教

作業支援：AR技術を用い
て，モノを注視しているか
を判定し，必要なタイミン
グで自動的に視界に情報を
表示します．

人間の感情や感性の分析や，
人と協力して動作するロボッ
トの研究を通し，コンピュー
タやロボットがよりひとに寄
り添って協調・共存する社会
を実現するための研究を行っ
ています．

「人間を中心にした技術開
発」の考え方に基づき，人々
の生活を便利に，また豊かに
するための研究を行っていま
す．ある人がどのような環境
に置かれているか，何をしよ
うとしているかを理解し，自
然に支援するシステムを研究
しています．

空港・動植物園や，都市レベ
ルの広域空間を対象に，より
効率的で快適な生活を実現す
るための研究を行っています．
人流や交通流に関するデータ
の処理や，大規模シミュレー
ション基盤の開発を行ってい
ます．



超スマート社会のための基盤構築・実証実験プロジェクト：
JST，NICTなどからの支援の元，社会のニーズにきめ細やかに対応し新たな価値を創る，実空間と情報空間を融合した超スマート社会のため
の情報連携基盤を構築しています．国内外の大学・企業・自治体などと連携し，実証実験に留まらず社会実装まで見据えた複数のプロジェク
トが進行中です．

Beyond 5G ネットワークプロジェクト
(NICT)

異種ドメインユーザの行動予測を可能にする
ペルソナモデルの転移技術（JST CREST）

Diversity-Driven Transformation
プロジェクト (NICT）

技術研究開発
実証実験社会実装

企業・行政・他大学と密に連携し、
成果の早期社会展開を目指す

2021年度のプロジェクト

論文発表 / 国内・国際会議への参加

国内外の様々な研究会での成果発表，企業と
のイベントへの参加：トップカンファレンス
UbiCompをはじめとする様々な会議での研
究発表やイベント参加を通じて，世界中の研
究者たちと活発に交流を行なっています．

国際会議UbiComp
Student Challenge
3位入賞
(河口研チーム)

情報処理学会論文誌
特選論文 (修士卒業生)

2021年度のメンバー

教員 3名
秘書 3名
技術補佐員 ４名
博士課程学生 4名
修士課程学生 12名
学部学生 4名

就職先の例

河口から皆さんへ 連絡先

情報処理学会DICOMO
最優秀論文賞（M2）
優秀論文・優秀プレゼン賞
(M2/M1学生・B4学生)

Sony, KDDI
Yahoo!, 日産自動車,
NTT西日本, 任天堂,
ソフトバンク, リコー,
産業技術総合研究所,
朝日新聞, ブラザー,
デンソー, パナソニック他

などなど…

Youtubeチャンネルで研究
紹介や論文発表の動画を公開
しています！

社会課題の複雑化・価値基準の多様化が起きる現代において，ライフスタイル革命を牽
引していく超学際的な人材を養成する，6研究科からなる5年一貫の博士課程学位プログ
ラムです．移動イノベーションをキーに，異分野と連携して社会実装につなげる挑戦を
行います．河口教授がプログラムコーディネータを務めています．

履修生
募集中！

ライフスタイル革命のための超学際移動イノベーション人材養成
学位プログラム (文部科学省 卓越大学院プログラム / 名古屋大学)





TEL: 052-789-5722
EMAIL: tetsu.iwata@nagoya-u.jp



無線通信システム研究グループ

環環境調和型で持続発展可能な社会を支える
無線通信システムについて研究してます！

片山正昭教授，岡田啓准教授，
ベンナイラシャドリア助教

http://www.katayama.nuee.nagoya-u.ac.jp/

レジリエントな防災・減災に向けた災害時臨時通信システム

大規模災害時において情報を途切れなく供給するため
気球・ドローンを用いて空に臨時の無線ネットワークを
構築する研究を行っています．無線伝送とドローンの移
動による情報伝送技術の確立を目指しています．

人の多様性に対応した情報提供システム

一般向けの視覚情報だけでなくその人に合わせた
データ情報を提供するために，街中にある照明，
デジタルサイネージ，広告パネルを用いて，可視
光によるデータ通信の実現を目指しています．深
層学習における敵対的サンプルによる不可視デー
タ重畳技術について研究しています．

どんな場所でも
環境情報を収集できる
衛星IoTシステム

などんな
環境情報
衛星Io

人・ドローン・車のモビリティを支える
６G移動通信システム

持続可能な6G通信システムのための光無線通信リンク

光無線通信（OWC）技術を活用して省エネルギー・低コストな通信シス
テムを構築します．インテリジェントな深層学習アルゴリズムとダイバー
シチ技術によりOWCを用いたシステムの信頼性とキャパシティを向上し
ます．

持続可能な6G通信システムのための光無線通信リ

ます．



茶髪の風雲児。研究開発1部 部長
として自動運転の技術開発に携
わっています。

NTT 淺井裕介氏

世界で活躍する片山研OB

デンソー 澤田学氏
無線LANの国際標準化をしている
IEEE 802.11ワーキンググループ
で活躍してます。

研究面では頼れる（？）先輩がいっぱい！
研究室旅行，飲み会など，みんなで楽しく活動してます！

ウェイウェイウェイ!!

Welcome to
ようこそけーらぼ

パーク!!

1981阪大・工・通信卒．1986同大学院博士課程了．工博．同年豊橋技術科学
大助手．1989年阪大・講師．1992名大・講師，1993助教授，2001教授．現
在，名大・未来材料・システム科学研究所・教授（工・電子情報システム担
当）．1995年10月より1996年4月まで，米国ミシガン大に滞在．制御と通信
の融合，スマートコミュニティ実現のための通信技術の活用，光通信システ
ム，電力線通信システム，宇宙システムのための無線通信，宇宙システムを
活用した通信システム等の研究に従事．

飲み会では，
不適な笑みを
浮かべながら
ビールをどん
どんついで下
さいます．三
度の飯より恋
愛ネタが好き
で，恋多き学
生を募集して
おられます．

平7名大・工・電子情報卒．平9同大大学院博士課程前
期課程了．平11同大大学院博士課程後期課程了．博士
（工学）．同年日本学術振興会特別研究員．平12名大
・助手．平18新潟大・助教授．平21埼玉大・准教授．
平23名大・准教授，現在に至る．無線通信システム，
無線ネットワーク，車車間通信，可視光通信，大規模
災害時臨時通信システム等の研究に従事．

2004 M.Eng. INSAT チュニジア．2005 M.S. SUP’COM チ
ュニジア，2012早大，博士（国際情報通信学）．2012
年5月より6月まで ITU．2014早大・非常勤講師．2019
名大・研究員．2020名大・助教，現在に至る．光無線
通信，Radio-over-Fiber (RoF)，光ファイバ通信の研究
に従事．

片山研メンバー

片山正昭教授

岡田啓准教授

ベンナイラシャドリア助教



http://yamazato.nuee.nagoya-u.ac.jp

YAMAZATONEW
山里研究室

ローリングシャッタ方式による可視光通信

IB電子情報館5F

回転式LED送信機

雑音を利用した通信

通信理論研究グループ

車車間路車間通信

New VLC

Ultrasonic

Vi
sibl

e lig
ht communication

Stoc
hastic Resonance

OPEN 09:00 CLOSE 23:00
[L.O 20:30] 

超音波の応用



ローリングシャッタ方式
\\イメージセンサを用いた
\\ITS可視光通信における

ローリングシャッタ方式
\\イメージセンサを用いた
\\ITS可視光通信における

お問い合わせ：　ylab-all@katayama.nuee.nagoya-u.ac.jp

6G

来年度のテーマ（予定）

Theme

2021年度メンバー
博士後期2年（在職）・・・・・・・・・・・・・・・・・1名
博士後期2年（秋入学）・・・・・・・・・・・・・・・1名
博士後期1年・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1名

博士修士2年・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0名
博士修士1年・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3名
学部4年・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2名

可視光通信

第 6世代移動通信システム（6G）

山里から一言

可視光通信



名古屋大学大学院工学研究科情報・通信工学専攻

名古屋大学工学部電気電子情報工学科

佐藤・小川研究室
Sato・Ogawa Laboratory

Language,
Intelligence and
Communication.

　佐藤・小川研究室では、言語(ことば)を計算機で扱うための言語処理技術と、未来の人間社会を支える対話
システムの構築技術を中核とした、人工知能技術の研究を行っています。言語は、コミュニケーションのための最
も重要なメディアであり、 かつ、時を越えて情報や知識を伝える知識伝達メディアでもあります。また、人と豊かに関わ
る対話エージェントの実現には、言語を中心として、ジェスチャ、表情など非言語情報を工学的に取り扱う必要があり
ます。言語を運用する能力の理解と、それを用いた対話システムを構築することは、人間の知能の本質を理解する
ことと捉えることができ、これを研究することは、情報・通信工学の枠を越えて大きな意義があると考えています。本研
究室では、日本語の文法や解析手法などの基礎から、大学入試問題の自動解答器、短編小説の自動創作
、ロボットを用いた対話システムの実現などの具体的な応用まで、多様な側面から知能にアプローチしています。

教授 佐藤理史(789-5716, ssato@nuee) 
准教授 小川浩平(747－6592, k-ogawa@nuee)
助教 宮田玲 (789-4435, miyata@nuee)

教職員

アイシン精機、アクセンチュア、 NTTコミュニケーション
ズ、 NTTデータ、 永和シス テムマネジメント、Sky、中
国電力、デンソー、東海興業株式会社、トヨタ自動車
、日本ユ ニシス、富士通テン、マキタ、三菱電機、三菱
電機メカトロニクス、など(五十音順)

卒業生の就職先

 積極的に研究に取り組むチャレンジ精神とガッツのある学生を歓迎します。今、大きな注目を集めてい
る言語処理技術、人工知能技術、対話技術は、これからの社会を変える可能性を持っています。

メッセージ

事務補佐員 志賀利香(789-4435, shiga@nuee)
技術補佐員 夏目和子(789-4435, natsume@nuee)
研究室 IB電子情報館南棟1F

1 言語力と知力が必要な問題を機械的に解くアルゴリズムの研究 
   ・大学入試問題(国語、数学、化学など)を解くプログラムは作れるか? 
   ・文章問題を理解するためには、どのような技術が必要か?

2 テキスト生成の研究
   ・わかりやすい文章とはどのような文章か? 
   ・書き手や話し手の個性はどのような形でテキストや発話に現れるか?
   ・読み手の心を動かす文章とはどんな文章か?

 3 対話ロボット・エージェントの研究
   ・人とロボットとの間のコミュニケーションに必要な技術とは何か?
   ・複数体の遠隔操作ロボットを同時に操作することは可能か？
   ・フィールドで実運用できる対話システムに必要な要件は何か？
   ・ロボットは人を笑わせることはできるか？

研究テーマ

株式会社ティー・ワイ・オー
   ・広告の自動生成
トヨタ自動車株式会社
   ・書き言葉から話し言葉への変換
　 対話システム、ドキュメントデザイン

共同研究
はこだて未来大学
   ・短編小説の自動生成
国立国語研究所
   ・日常会話コーパス



¥100 , ¥100, ¥100,
¥120, ¥200 …

B4 / 
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福塚研究室

研 究 室 名

横水研究室

栗本研究グループ

早川研究室

加藤 ( 丈 )・杉本研究室

田畑研究グループ

山本研究室

大野 ( 哲 ) 研究室

吉田研究室

中村研究室

塩川研究室

三好研究室

豊田研究室

石川研究室

田中研究室

高橋研究室

内山研究グループ

新津研究グループ

宮崎研究室

須田研究室

西澤研究室

藤巻研究室

川瀬研究室

天野研究室

加藤 ( 剛 ) 研究室

五十嵐研究室

大野 ( 雄 ) 研究室

藤井研究室

長谷川研究室

河口研究室

岩田研究グループ

片山研究室

山里研究室

道木研究室

佐藤研究室

片倉誠士

担 当 者

兒玉直人

栗本宗明，田河和真

早川直樹，小島寛樹

加藤丈佳

田畑彰守

山本真義

大野哲靖

吉田隆

中村浩章

塩川和夫

三好由純，梅田隆行

鈴木陽香

近藤博基

田中宏昌

高橋康史

内山剛

新津葵一

牧原克典

須田淳

西澤典彦

山下太郎

村手宏輔

久志本真希

加藤剛志

五十嵐信行

大野雄高

都竹千尋

森洋二郎

米澤拓郎

岩田哲

岡田啓

山里敬也

高松真琴

宮田玲

katakuras@nuee.nagoya-u.ac.jp

メールアドレス

kodama@nuee.nagoya-u.ac.jp

kurimoto@nuee.nagoya-u.ac.jp，tagawa.kazuma@c.mbox.nagoya-u.ac.jp

info@hayakawa.nuee.nagoya-u.ac.jp

tkato@nuee.nagoya-u.ac.jp

tabata@nuee.nagoya-u.ac.jp

m.yamamoto@imass.nagoya-u.ac.jp

ohno@ees.nagoya-u.ac.jp

yoshida@nuee.nagoya-u.ac.jp

hnakamura@nifs.ac.jp

shiokawa@nagoya-u.jp

miyoshi_kyouin@isee.nagoya-u.ac.jp

hsuzuki@nuee.nagoya-u.ac.jp

hkondo@nagoya-u.jp

htanaka@plasma.engg.nagoya-u.ac.jp

yasufumi@nuee.nagoya-u.ac.jp

tutiyama@nuee.nagoya-u.ac.jp

niitsu@nuee.nagoya-u.ac.jp

miyazakilab_staff@googlegroups.com

suda@nagoya-u.jp

nishizawa@nuee.nagoya-u.ac.jp

yamashita@nuee.nagoya-u.ac.jp

murate@nuee.nagoya-u.ac.jp

kushimoto@nuee.nagoya-u.ac.jp

kato.takeshi.i6@f.mail.nagoya-u.ac.jp

ikarashi@imass.nagooya-u.ac.jp

yohno@nagoya-u.jp

faculty@fujii.nuee.nagoya-u.ac.jp

mori@nuee.nagoya-u.ac.jp

welcome@ucl.nuee.nagoya-u.ac.jp

tetsu.iwata@nagoya-u.jp

okada@nuee.nagoya-u.ac.jp

ylab-all@katayama.nuee.nagoya-u.ac.jp

takamatsu.makoto@nagoya-u.jp

miyata@nuee.nagoya-u.ac.jp
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